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工事名
御船中学校校舎耐震補強・改修工事

工事内容
◦管理・特別教室棟

（鉄筋コンクリート3階建）

耐震補強・防水・塗装工事
◦普通教室

（鉄筋コンクリート3階建）

耐震補強・防水・塗装工事
◦渡り廊下　防水・塗装工事

契約金額
　８，１９０万円
契約の相手方
　商号　新規建設株式会社
入札の方法
　１２社による指名競争入札

主な質疑
田端議員　工事の予定価格と落札率
は。
野口総務課長　予定価格は８,５５７万
８,１５０円。落札率は９５.７％。
田端議員　最低落札率を８５％とす
ると今回の９５.７％は高い。どう感
じるか。
野口課長　これまでは９７％や９８％
が多かったが９５％台はよかった。
田端議員　今回の入札に町内業者が

山本町長　前回の議会から入札関係
にはいろいろ質疑があっているが一般
競争入札を少し検討している。非常
に悩ましいが、一般競争入札にすれ
ば、地場産業の育成ができないところ
である。町民のためには金額が少な
い方がいいのではないかと言われるが。
税金ですから。いろいろと複雑に絡ん
でいるのであらゆる角度から検討する。

一般会計補正
628万7,000円を追加

今城集落に497万円
　農林水産業費県補助金が５６５万
６,０００円あった。農業者個別所得
保障制度に対応した水田地域全体の
生産性向上を進めるため、地域の実
態に応じた機械・施設等の再編整備
による生産組合の育成を目的とした
事業に使われる。

吉村議員　今城地区が４９７万7,０００
円、八勢地区が６７万９，０００円とあ
る。具体的な説明を。
藤岡経済振興課長　今城地区はコン
バイン１台を購入予定。八勢地区は
４条植えの田植機１台を購入予定。
２分の１補助。
吉村議員　この営農組合は以前から
あったものか。
藤岡課長　両地区ともこの事業を取
り組むため集落営農組合を新たに立
ち上げたもの。機械の共同利用によ
り作業の効率化と低コスト化を図る。
吉村議員　他の集落も営農組織を作
れば補助対象になるか。
藤岡課長　今年１年の補助だが来年
度も計画はあるようだ。生産組合の
組織化が第一だ。
吉村議員　このような補助制度があ
ることの周知が必要だ。

１社も入っていない。どのような状
況でこうなったのか。
木村副町長　内部で協議し、方向性
を決めた。担当課で指名業者を選定
した。
永山議員　地元に塗装・防水工事業
者も居る。分離発注はできなかった
のか。
米満学校教育課長　分離発注の場合
設計金額で５％ほどあがる。工期も
約１ヶ月ほど延びる。
永山議員　５％伸びる理由は。
米満課長　たとえば足場をブレース
のところで組んで、塗装のときまた
組んでとなる。
永山議員　分離発注をする場合、工
程会議などですべて摺りあわせをや
る。合点がいかない。今後は入札や
指名の段階で地元業者を条件提示で
きるような話も必要だ。
福永議員　公平性と地元業者育成を
兼ねた入札制の改革を検討している
か。
野口課長　一般競争入札や条件付競
争入札を視野に入れた論議が必要。
福永議員　具体的に入札制度改革の
計画はないのか。
野口課長　具体的にはない。

　議会は8月1日、本会議を開いた。議案は御船中学校校舎耐震補強・改修工事の工事請負契約の締結についてと一

般会計に628万7,000円を追加する補正予算の2件。2件とも全員賛成で可決した。

耐震補強・改修工事が進む御船中学校

地元業者の指名ないが
方向性決め指名した御船中校舎耐

震補強・改修
工事
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福祉目的ＮＰＯ法人への
寄付に税優遇

　現在の厳しい経済情勢や雇用情勢
に対して税制の整備を図るため地方
税法等の一部を改正するもの。
　今回の改正は住民税をはじめ固定
資産税、軽自動車税、たばこ税等々
に及んでいる。主なものは住民税関
係で寄付金税額控除で国税庁が認定
したＮＰＯ法人に対する寄付金と限
定していたものを福祉の増進に寄与
するＮＰＯ法人も新たに追加され、
適用下限額を５，０００円から２，０００円
に引き下げるものなど。

弁護士費用の基準は？

　企業誘致係の委託料４４０万円。今
回の委託料は住民監査請求を受けて、
住民訴訟になった場合、被告人は御
船町長となり、受けて立つ側の応訴

ので「執行部が被告人となる」とい
う事は間違いないか。
野口課長　結論から言うと間違いな
い。
佐藤議員　職員として町の仕事をや
る中において職員個人の責任を追及
されると職員の勤労意欲が損なわれ
るという面もある。しっかりとした
弁護人を立てるべきだ。
野口課長　熊本地裁の１審は２～３
年かかるだろう。敗訴した側が控訴
するかどうかなど分からない。

蓋がはずれ車に傷
八勢釜出線で

　事故の概要は７月１６日午後３時
頃、町道八勢釜出線を走行中の車
が道路横断側溝のグレーチング蓋
を跳ね上げ、車に損傷を与えたも
の。示談で解決した。損害賠償額は
３４７，３７０円。一般会計に追加補正
した。

で町の負担となる。

清水議員　４４０万円の算出基準はな
にか。
野口企画財政課長　損害賠償履行請
求事件で、この訴訟物の価格は、通
常住民訴訟。町に損害を与えた職員、
あるいは首長なりを町は訴訟しなさ
いとなっている。弁護士費用の基準
はあるが、弁護士の裁量の範中での
算定。
福永議員　今回上程された４４０万円
は訴訟告知された山本孝二氏個人の
弁護人ではなく町の代理人というこ
とでよいか。
野口課長　裁判所からの答弁書催告
状に被告は「御船町長　山本孝二」
と明記されているので、町が応訴す
るという意味に解釈している。
福永議員　弁護士費用の基準を決め
るとき旧日弁連基準が必要。他町村
の実例をいくつか見ても算定根拠が
不明確。
野口課長　日弁連の基準を採用され
ていると言われたが一般的にかなり
高額になるという事で弁護士に裁量
の幅を持たせてあると聞いている。
佐藤議員　今回の損害賠償履行請求
事件は仕事をした「職員または長な
どの個人が被告人となる」部分につ
いて、平成１４年の自治法改正によ
り、仕事上起きたことが原因である

　議会は8月17日、本会議を開いた。議題は「町道横断側溝の破損による車両事故の賠償」の専決処分の報告。「寄

付金税額控除の適用」など町税条例の一部を改正するもの及び474万8,000円を追加する一般会計補正予算第8号。

8月の議会の     き動
1日 議会
2日 佐賀県嬉野市議会・宮崎県日

之影町議会視察受入れ
9日 九州横断自動車道延岡線提言

活動
兵庫県篠山市議会視察受入れ・
広報常任委員会

11日 議会運営委員会
12日 九州横断自動車道延岡線総決

起大会
広報常任委員会

17日 議会・全員協議会
19日 正副議長研修会・消防組合議

会・広報常任委員会
22日 議会報告会
23日 議会報告会・上益城中央地区

中山間協議会総会
24日 議会報告会・議会改革推進特

別委員会
25日 議会報告会
26日 福岡県添田町議会視察受入れ・

広域連合議会
30日 議会運営委員会・小川御船間

道路期成会総会

道路横断側溝のグレーチング蓋

住民訴訟の応訴費用に440万円一般会計補正

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議案
番号

塚
本
山
田
増
田
福
永
田
上
永
山
藤
川
池
田
田
端
清
水
田
中
沖
佐
藤
吉
村
井
本
岩
田

議案
17

御船町税条例等の
一部を改正する条
例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

起案
18

平成23年度御船
町一般会計補正予
算（第8号）

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ―

平成23年度第7回御船町議会定例会（8月議会）議案に対する賛否
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福岡県添
田町議会

　議会の
あり方を

考える特
別委員会

兵庫県篠山市議会　議会広報編集特別委員会

全員協議会報告

　8月17日開いた。

町長の報告
　８月１日付けで人事異動をお
こなった。
　野口総務課長を企画財政課長
へ。竹下企画財政課長を総務課
長に任命した。

報告及び協議事項
　議会当日になって執行部より
竹バイオマス住民訴訟に対する
応訴弁護士費用４４０万円につい
て報告があった。
　各議員より協議する時間も無
い。これでは、議会軽視も甚だ
しいとの意見がでた。
　今後このような事がないよう
に執行部に申し入れることとし
た。

議会運営委員会報告
委員長　田中　隆敏

　８月１１日、８月１７日開催の
議会の議案、日程について審議
を行った。
　８月３０日に９月決算議会の
議案、日程について審議をおこ
なった。条例案、補正予算の他
決算認定９件、請願１件及び陳
情２件。一般質問は７名の議員
より通告を受けた。日程は８日
間とした。
　議会報告会の取りまとめを９
月５日全員協議会にて行うよう
に決定した。

佐賀県嬉野市議会
宮崎県日之影町議会
視察受け入れ
　８月２日（火）、議会活性化の取
り組みについて、議会運営委員会が
対応した。
　通年議会のメリット・デメリット
や効果はどうかの質問があり、請
願・陳情などの早急な審議を行い町
民の負託に応えていると説明した。
　また、常任委員会の活動などの説

明を行った。

広報毎月発行の反響は！！
　８月９日（火）に兵庫県篠山市議
会より視察を受けた。今回の視察研
修は議会だよりの毎月発行の取り
組みを中心に行い、「あおぞら」の
企画、仕様、印刷経費、配付日、配
付方法、発行スケジュール、掲載内
容、役割分担や編集会議の内容につ
いて活発な意見交換を行った。質問
として毎月発行になったことによ
る、住民の反応、賛否公開、一般質
問者の写真の掲載などがあがった。
篠山市議会からの指導助言として
個人的誌面にならないような対応、
写真掲載の善し悪し
などを受けた。最後
は議会基本条例や
通年議会について
の意見交換も行わ
れお互いに勉強
になった視察で
あった。

福岡県添田町議会視察受け入れ
　８月２５日（木）午後７時３０分か

ら開いた議会報告会（カ
ルチャーセンター）に参
加された。翌２６日（金）
に議会活性化の取り組
みについて視察を受け、
議会運営委員会が対
応した。
　報告会のあり方や、
町民からの意見の取
り扱いなど活発に
意見交換を行った。

また、本町より早く光
ファイバー網の導入に取り組まれ
ている添田町の現状について話を
していただいた。町主催のパソコン
教室を公民館などを利用してきめ
細かく行われているようだ。参考に
していきたい。

議会報告会へ参加
添田町議会
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上益城消防組合議会を開く
組合議員　塚本勝紀

組合議員　山田五郎

　８月１９日（金）に行われた。

衛生施設組合議会を開く
組合議員　田中隆俊

組合議員　増田安至

監査委員　佐藤俊明

　９月１日（木）午後２時から御船
町甲佐町衛生施設組合会議室で、平
成２３年第２回組合議会定例会が開
催された。平成２２年度の一般会計歳
入歳出決算について、組合長の奥名
克美甲佐町長より説明がなされ、続
いて事務局からの説明、監査報告が
あった。認定した。また、同日午後４
時からは宇城広域連合の火葬場の視
察研修があった。場所は宇城広域連
合龍燈苑で本年４月に建て替えられ

により、平成２２年度上益城消防組合
一般会計歳入歳出決算書を別冊のと
おり提出され、歳入総額７０６，２４２，０００
円、歳出総額６９８，３６１，０００円、歳入
歳出差引残額７，８８１，０００円、実質収
支額７，８８１，０００円、９８．８８％で執行
され認定された。
　議案第９号、一般会計補正予算で
第１条、歳入歳出予算の総額に歳入
歳出それぞれ４，０２３，０００円を追加
し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ７７０，６０８，０００円となり、可
決された。
　議案第１０号、上益城消防組合監査
委員（識見を有する者）の選任に付
き同意を求めることについて審議さ
れ、全会一致で再任された。

と課題について多くの宿題を抱える
ことになった。

　議案の内容は議案第８号、平成２２
年度上益城消防組合一般会計歳入歳
出決算の認定について審議された。
　地方自治法第２３３条第３項の規定

た非常に新しい施設だった。当衛生
施設組合は、施設の老朽化した現状

上益城広域連合議会を開く
組合議員　岩田重成

組合議員　塚本勝紀

　８月２６日（金）午前１０時から平成
２３年第２回上益城広域連合議会定
例会が開催された。熊本県市町村総
合事務組合規約の一部変更につい
ての専決処分の報告と承認がなさ
れた。また、平成２２年度の一般会計
歳入歳出の決算認定がなされ、歳入
総額７８，４４８，０００円　歳出予算現額

７１，６０６，０００円
歳入歳出差引額
６，８４２，０００円
基 金 繰 入 額
４，８４２，０００円
前年度繰越金
２，０００，０００円
で認定された。

組合議会報告

待機中（上益城消防署）

新築された龍燈苑（宇城市広域連合）

広域連合議会
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　８月１２日九州横断自動車道建
設促進沿線議会協議会総会・決起

大会が宮崎県延岡市で、盛大にと
り行われた。

　促進協議会に
加盟している市
町の議員、地元
の国会議員（秘
書）関係者が参
列し早期実現を
目指していくこ
とを確認した。
　御船町からは
事務局含めて議
員９名が参加し
た。

5日 全員協議会

12日 福岡県福津市議会・大津
町協働の会準備委員会視
察受け入れ

13日 議会

19日 香川県小豆島町議会・新
潟県出雲崎町議会視察受
け入れ

21日 宮崎県児湯郡議長会研修
25日 議会運営委員会視察研修

（鹿児島市）

26日 議会運営委員会視察研修
（相良村）

27日 埼玉県戸田市議会・石川県
津幡町議会視察受け入れ
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議会へ一町民からの嘆願

　

毎
月
発
行
と
な
っ
て
1
年

5
ヶ
月
。
毎
月
毎
月
、
そ
の

月
の
原
稿
と
翌
月
の
原
稿
づ

く
り
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

議
会
で
の
発
言
を
要
約
し

て
記
事
に
起
こ
す
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
。
議
員
も
発

言
内
容
を
ま
と
め
て
の
発
言

で
は
な
く
、
考
え
な
が
ら
の

発
言
が
多
い
。
そ
の
一
部
分

を
切
り
取
っ
て
記
事
に
す
る

と
、「
発
言
の
真
意
と
違
う
」

と
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
。

　

ま
た
、「
何
を
ど
う
せ
よ
」

と
か
「
何
が
ど
う
な
っ
た
」

だ
け
の
報
告
に
、「
な
ぜ
そ

う
考
え
る
か
」
を
加
え
る
と

ど
う
し
て
も
文
章
が
長
く
な

る
。

　

ま
ず
、
手
に
取
っ
て
、
読

ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
少
し

で
も
考
え
て
も
ら
う
。
発
言

の
真
意
が
伝
わ
る
よ
う
今
日

も
ま
た
、
広
報
委
員
一
同
東

奔
西
走
し
て
い
る
。

（
佐
藤　

俊
明
）

延岡線早く通して

　

最
近
の
議
会
を
傍
聴
し
た
り
、

人
の
噂
を
聞
い
た
り
、
議
会
広
報

誌
「
あ
お
ぞ
ら
」
に
目
を
通
し
ま

す
と
明
る
い
話
題
が
見
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

行
政
の
痛
い
と
こ
ろ
を
突
い
た

り
、
一
人
の
人
間
を
（
そ
の
人
の

持
つ
感
情
を
押
し
殺
し
）
攻
撃
す

る
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
が
、
人
を

傷
つ
け
た
り
非
難
す
る
の
は
簡
単

で
す
。

　

今
後
、
議
会
も
視
野
を
拡
げ
、

暖
か
い
温
も
り
の
あ
る
気
持
ち
を

持
っ
て
御
船
町
が
い
か
に
住
み
や

す
い
町
づ
く
り
を
す
る
か
建
設
的

意
見
を
掲
げ
て
集
中
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

①
提
案
で
す
が
企
業
誘
致
は
行
政

と
も
協
力
し
合
っ
て
努
力
を
。

観
光
面
に
力
を
入
れ
、
御
船
に

し
か
な
い
御
船
で
で
き
る
観
光

に
つ
い
て
改
め
て
委
員
を
募

り
、
委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討

す
る
。

②
行
政
（
各
課
・
各
職
員
）
が
生

き
生
き
と
働
き
や
す
い
職
場
作

り
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

③
「
あ
お
ぞ
ら
会
議
」
を
よ
り
多

く
実
施
し
、
町
民
の
今
考
え
て

い
る
こ
と
を
聞
き
、
理
解
し
、

答
え
ら
れ
る
こ
と
は
き
ち
ん
と

答
え
、
後
で
調
べ
て
答
え
る
こ

と
は
必
ず
実
施
し
て
尻
切
れ
ト

ン
ボ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

④
議
員
の
行
動
表
（
一
日
）
を
役

場
一
階
へ
町
民
の
目
の
付
く
場

所
へ
掲
示
を
要
望
し
ま
す
。

（
出
張
、
研
修
、
自
宅
、
内
部

打
ち
合
わ
せ
等
）

　

今
回
は
多
く
の
苦
言
を
呈
し
ま

し
た
が
、
今
後
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
明
る
い
話
題
を
提
供
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

議会の予定 10月

宮崎県延岡市内のホテルで開催された総会・決起大会


